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令和５年度千葉県剣道連盟伝達講習会 配布資料要約 
 

●開催日時  令和 5年 4月 15日（土）9:30～15:00 

●開催場所  千葉県武道館 

●講  師  軽米良臣先生 

●受 講 者  榎本和美、綾部健 

 

１．コンプライアンスの徹底 ～全剣連の取り組み～ 

（１）スポーツ庁ガバナンスコード制定、全日本剣道連盟は公益財団法人に移行 

→ ガバナンス強化、コンプライアンス徹底 

（２）剣道人口の減少と今後 

〇そもそもの人口減少 

〇剣道のイメージ 

→ 他の競技と比較し大衆訴求力が小さい 

   → お金がかかる、汗臭い、痛い 

→ 体罰のイメージに繋がっていないか？ 

  ◯これ以上のイメージダウンを回避 

→ 少なくとも、暴力、体罰、その他ハラスメントの根絶することが必要 

（３）なくならない不祥事 

〇教え子へのパワハラ、暴力、わいせつ行為 

〇不適切な会計処理、部費の着服など 

（４）全剣連の取組み 

○平成３０年１１月 倫理規定制定 

倫理委員会発足 

全剣連倫理に関するガイドラインの制定 

→ 倫理意識の啓発が必要 

→ 暴力、ハラスメントの絶対禁止 

   → 剣道と暴力は相容れないもの 

 

今一度、考えよう！ 

剣道理念「人間形成の道」 

剣道修練の心構え「礼節を尊ぶ」 

剣道指導の心構え「相手の人格を尊重」 

 

２．感染症対策ならびに剣道の安全性 

〇新型コロナウイルス感染症は、しばらくはなくならない。 

 → ワクチン接種は有効 

〇高齢者は免疫力低下、持病によりワクチンの効果が出にくい 

   → 重症化リスク大 

〇子供・若者は症状が軽度 

→ 実際は１０％の方が後遺症に悩まされている現状 

〇くしゃみひとつで数百万個のウイルス飛散 

→ ＴＰＯに応じた感染対策 

 → 送風、換気が必須  
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３．大会・審査会におけるマスクの着用について 

   → 別添資料、令和５年３月２２日付け「大会・審査会におけるマスクの

着用について」のとおり 

 

４．令和４年度女子委員会 ～新たな飛躍を目指して～ 

〇幼少年剣道の活性化 

〇女子剣道の普及と質の向上 

〇女子審判員の育成と審判技術の向上 

〇幅広い年齢層の女性が参加できる魅力ある大会の企画 

〇子育て中の女性剣道の支援方策 

〇広報活動の活性化 

〇各都道府県連盟女子代表者との交流及び連携の検討 

→ 各ブロック講習会、審判員研修会の開催 

 → 令和５年度女性理事の増・・・目標４０％以上 

 

５．幼少年指導 ～幼少年剣道の活性化を目指し、剣道の魅力に迫る～ 

  〇子供たちに興味・関心を持たせ、楽しく剣道を学ぶ 

   → 剣道の魅力＝人間形成に繋がる武道としての奥深さ 

   → 難しいことを優しく教える 

   → 易しいことを深く・楽しく伝える工夫が必須 

  〇発達段階など、子供の実態に応じた段階的な指導 

   → 多様な子供への配慮 

   → 母親が子供を優しく教え諭すような眼差し 

   → 褒めて伸ばす指導 

 

６．令和５年度剣道中央講習会「指導法」 

（１）指導目的 

◯剣道理念＝「剣道は県の理法の修練による人間形成の道である」 

    → 剣＝日本刀の観念 

    → 理法＝剣法上の理論・筋道 

    → 人間形成＝自己形成、社会形成 

◯高い水準の剣道 

    → 事理一致、心気力一致 

（２）指導者としての在り方 

   → 剣道を高める人、広める人 

（３）指導の在り方 

    → 計画な言語説明と的確な“示範” 

（４）指導目標 

  ◯初心者 

→ 楽しく受け止められるよう興味や関心を高める 

    → 基本的な動作や作法を正しく身につける 

（５）指導講習における「重点事項」 

  ①特性に応じた効果的な指導 

  ②所作、礼法、着装、竹刀操作の徹底した指導 
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  ③「木刀による剣道基本技稽古法」の普及促進 

  ④剣道の理解を深めるため、積極的に講話を取り入れる 

  ⑤心の問題について認識を深める 

  ⑥修練を通して道徳的価値観を育成する 

 

７．新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合審判法 

  （概ね１年程度継続する予定） 

（１）趣旨 

→ 感染予防 

→ 構え合って、攻め合う試合展開への移行 

→ 姑息な勝負の仕方の是正 

→ 真っ向勝負の態度を養う 

→ 試合者と審判員が一体となって良い試合の場を醸成する 

（２）審判員と試合者が共通に理解する事項 

→ 試合者は、審判員の「分かれ」、「止め」の宣告に頼らない 

→ 試合者双方で分かれる努力 

→ 「鍔競り合い」解消に至る時間＝「一呼吸（目安としておよそ３秒）」 

 

８．日本剣道形 

（１）指導上の留意点 

→ 呼吸法に留意 

→ 気持ちと身体に張りを持たせて臨む 

→ 太刀の形（六本目以外） 

打太刀が「機を見て（仕太刀が十分になったところ）」を打つ。 

（２）共通理解 

   → 「令和５年度（第５８回）剣道中央講習会資料 日本剣道形 ７．」

のとおり 


